
 

 

 

広島県教員スタートミーティングについて 

 

１ 取組の概要 

本県の採用試験を合格し、広島県の教員として４月から教員生活をスタートする方の中

には、教員生活が実際にスタートすることへの希望や期待を抱く一方で、不安を抱いてい

る方もいる。また、複数の自治体の教員採用試験に合格しており、本県で教員生活をスタ

ートするか迷っている方もおり、辞退者が一定程度生じている状況がある。 

こうした状況を踏まえ、合格者が辞退することなく、安心して教員生活をスタートでき

るようにするため、採用試験合格者を対象に県の教育施策の取組や合格者同士の交流を実

施した。 

  

２ 実施日 

令和６年 10 月 12 日（土） 

 

３ 実施方法  

オンライン 

 

４ 実施内容 

(1) 教育長オープニングメッセージ 

(2) 教育施策説明（県の教育施策、初任者への支援体制、福利厚生 等） 

(3) つながるトーク（合格者同士の交流） 

(4) 教職員課長メッセージ（教員生活のスタートに向けて） 

 

５ 実施状況 

(1) 参加者 

   368 名 

 (2) アンケート（254 名回答） 

 

    

  

 

 

(3) 参加者の主な感想 

 

令和６年 10 月 18 日 
課 名 教育委員会事務局管理部 
    教職員課 
担当者 課長 藤井 
内 線 4920 

資料番号    １ 

・４月からの仲間と話すことができ、ますます来年からが楽しみになった。 
・他県出身で、一緒に働く人に知り合いがほとんどいないので、つながれて嬉しかった。 
・４月から教員になるという自覚を改めて感じ、頑張ろうと思った。 
・初対面の人とオンラインで話すのは難しかった。交流時間が短かった。 

・広島県の教員となる希望や期待が膨らみましたか。 

 とても当てはまる(51.2％)、当てはまる(48.0％)、あまり当てはまらない(0.8％)、当てはまらない(0％) 

・教員となる不安が軽減しましたか。 

 とても当てはまる(35.8％)、当てはまる(59.1％)、あまり当てはまらない(5.1％)、当てはまらない(0％) 
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